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論  文  内  容  の  要  旨  

 

氏  名  （ 橘  由 香 ）  

論文題名 

 

地域在住高齢者における呼吸機能と認知機能の関連の検討 

 

【背景】 

世界的な高齢化の進展に伴い、認知症の予防は喫緊の公衆衛生課題となっている。近年、呼吸機能の低下

と認知機能障害との関連が疫学研究により報告されているが、因果関係や性差、身体的フレイルなどの修飾

因子を含めた包括的理解は十分に得られていない。 

呼吸機能は加齢や生活習慣により変化しうる可変的指標であり、予防介入の標的となり得る可能性があ

る。本研究は、呼吸機能と認知機能の関連を疫学的に検討し、加齢に伴う認知機能低下の予防および健康寿

命延伸に資する科学的基盤を構築することを目的とした。 

【研究目的】 

本論文では、地域在住高齢者を対象に呼吸機能と認知機能との関連を明らかにし、その背景にある生理学

的および社会的要因を包括的に検討することを目的とする。 

研究 1 では横断的解析により、呼吸機能と認知機能との基礎的関連を明らかにする。続いて研究 2 では縦

断的解析を通じて、呼吸機能の低下がその後の認知機能低下にどのように関与するかを検討し、因果関係を

推定する知見を得ることを目指した。これら一連の検討により、呼吸機能の維持が認知症予防に果たす役割

を明確化し、予防的介入の科学的根拠を提供することを目的とした。 

【研究 1】呼吸機能と認知機能の関連の検証（横断研究） 

2013～2014 年に SONIC 研究に参加した地域在住高齢者（73±1 歳群および 83±1 歳群）を対象に、呼吸機

能指標と軽度認知障害（MCI）との関連を検討した。その結果、%PEF は両年齢群において MCI と有意に関連

し、特に 83±1 歳群女性では%VC との関連も認められた。喫煙歴との有意な関連は認められなかったが、飲

酒習慣および気流制限の進行は 83±1 歳群における MCI と関連していた。 

これらの結果から、加齢に伴う呼吸機能の低下が認知機能障害と関連する可能性が示唆された。 

【研究 2】呼吸機能と認知機能の関連の検証（縦断研究） 

研究 1 で得られた知見をもとに、地域在住高齢者の 3 年間の縦断データを用いて呼吸機能と認知機能の経

時的変化を検討した。その結果、複数の呼吸機能指標が低下する中で、特に%PEF の低下が認知機能低下と

有意に関連した。女性では FEV₁ /FVC が認知機能低下と関連したが、握力を調整すると有意性を失い、身体

フレイルが媒介因子として関与する可能性が示唆された。一方、男性では握力低下を伴う身体フレイルが認

知機能低下と関連し、筋力維持が認知機能維持に重要であることが示唆された。 

【総括】 

地域在住高齢者を対象とした横断的および縦断的解析の結果、呼吸機能低下、特に%PEF の低下が MCI と

認知機能低下に関連し、さらにその関連には性差および身体的フレイルが影響する可能性が示唆された。こ

れらの知見は、高齢期における呼吸機能維持の重要性を明確化するとともに、性差を考慮したフレイル予防

および呼吸機能の改善を通じた認知症予防戦略の必要性を示すものである。本研究は、呼吸機能の維持・向

上を通じて健康寿命を延伸するための科学的基盤の構築に貢献するものである。 



様式７  

論文審査の結果の要旨及び担当者 

氏  名  （   橘  由 香   ）  

論文審査担当者 

 （職） 氏        名 

主 査 

副 査 

副 査 

教授 

教授 

教授 

神出 計 

高橋 正紀 

竹屋 泰 

論文審査の結果の要旨 

【背景】世界的な高齢化の進展に伴い、認知症の予防は喫緊の公衆衛生課題となっている。近年、呼吸

機能の低下と認知機能障害との関連が疫学研究により報告されているが、因果関係や性差、身体的フレ

イルなどの修飾因子を含めた包括的理解は十分に得られていない。呼吸機能は加齢や生活習慣により変

化しうる可変的指標であり、予防介入の標的となり得る可能性がある。本研究は、呼吸機能と認知機能

の関連を疫学的に検討し、加齢に伴う認知機能低下の予防および健康寿命延伸に資する科学的基盤を構

築することを目的とした。 

【研究目的】本論文では、地域在住高齢者を対象に呼吸機能と認知機能との関連を明らかにし、その背

景にある生理学的および社会的要因を包括的に検討することを目的とする。研究1 では横断的解析によ

り、呼吸機能と認知機能との基礎的関連を明らかにする。続いて研究2 では縦断的解析を通じて、呼吸

機能の低下がその後の認知機能低下にどのように関与するかを検討し、因果関係を推定する知見を得る

ことを目指した。これら一連の検討により、呼吸機能の維持が認知症予防に果たす役割を明確化し、予

防的介入の科学的根拠を提供することを目的とした。 

【研究1】呼吸機能と認知機能の関連の検証（横断研究）：2013～2014 年にSONIC 研究に参加した地域在

住高齢者（73±1 歳群および83±1 歳群）を対象に、呼吸機能指標と軽度認知障害（MCI）との関連を検

討した。その結果、%PEF は両年齢群においてMCI と有意に関連し、特に83±1 歳群女性では%VC との関

連も認められた。喫煙歴との有意な関連は認められなかったが、飲酒習慣および気流制限の進行は83±1 

歳群におけるMCI と関連していた。これらの結果から、加齢に伴う呼吸機能の低下が認知機能障害と関

連する可能性が示唆された。 

【研究2】呼吸機能と認知機能の関連の検証（縦断研究）：研究1 で得られた知見をもとに、地域在住高

齢者の3 年間の縦断データを用いて呼吸機能と認知機能の経時的変化を検討した。その結果、複数の呼

吸機能指標が低下する中で、特に%PEF の低下が新規MCI 発症と有意に関連した。女性ではFEV₁  /FVC 

がMCI と関連したが、握力を調整すると有意性を失い、身体フレイルが媒介因子として関与する可能性

が示唆された。一方、男性では握力低下を伴う身体フレイルがMCI と関連し、筋力維持が認知機能維持

に重要であることが示唆された。 

【総括】地域在住高齢者を対象とした横断的および縦断的解析の結果、呼吸機能低下、特に%PEF の低下

が軽度認知障害発症と関連し、さらにその関連には性差および身体的フレイルが影響する可能性が示唆

された。これらの知見は、高齢期における呼吸機能維持の重要性を明確化するとともに、性差を考慮し

たフレイル予防および呼吸機能の改善を通じた認知症予防戦略の必要性を示すものである。本研究は、

呼吸機能の維持・向上を通じて健康寿命を延伸するための科学的基盤の構築に貢献するものである。本

研究は高齢期において、 

呼吸機能指標が認知症の早期予防につながるバイオマーカーとして有用である可能性を示した知見とし

て重要であり、博士（保健学）学位の授与に値すると判断される。 


